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シンポジウム

文化医療臨床人類学の新展開―アラン ・ヤング教授を迎えて

開催日　2007年7月29日

企画班　哲学・文化人類学班

企画者　宮坂敬造

講演者　 Mohacsi Gergely、 八 代 嘉 美(東 京 大 学)、 Allan Young(McGill University)、

　　　　 他

 7月29[(口)、10:00～18:00東 館GSEC-

LABOに お いて、 〈文化 医療 臨床 人類学 の新 展開

 入 類の論理 ・感性/精 神研 究の融合領域 におけ

るそ の 位 置  ア ラ ン ・ヤ ン グ教 授 を迎 えて

「PTSD」 、 「社会 的脳」、 「先端医療 と文化」 を考 え

る/ANew Horizon in Culture, Medical, and

Clinical Anthropology Exploring New Research

Areas of Human Logic, Sensibility. Reason and

Emotion:PTSD, the Social Brain and New

Medical Technologies…Drawing upon Allan

Young「s Work in Medical Anthropology>を 開イ崔

した。マ ッギル大学医療人類学教授 アラン ・ヤ ング

先生 は、2007年7月 工4口～8月9日 の 日程で、慶

應 義塾大学 社 会学研究科 招瑠教授 として来 日され

たが、同大学 院の教育 プログラム強化 のために、大

学 院講義 をお願いするかたわ ら、同上研 究セ ミナー

学 会(グ ローバルCOE「 論 理 と感性 の先端 的教 育

研 究拠点形 成」 および慶應 義塾 大学社 会学研究科

研究 資金 による)の ための、基調講演オ リジナル論

文 ℃hanging Perspectives On Nlind, Brain,

and Empathy:Implications for Understanding the

Intcrseclion of Reason and Emotion."を 用 意 して

くださった。 基調 講演 では、近 年 の社 会脳研 究枠

fnみ にふれ、その発展 は機 能性MRIに よる脳機 能

inri像解 析技 術 の進 展 と密接 に関係す るものの、19

世 紀 後半の神経学者Hughlings Jacksonの モデルの

再発見 ともいえる点 などが指摘 され、心 と脳 モデル

に関 し理性 と感情の交差点 をどうとらえるか には歴

史的枠組み変遷の検討 がまず必要である点が指摘 さ

れた。 この研究 セ ミナー学会は同教授 に代表 される

文化 医療 人類 学の広が りその ものをまず再把握 し、

それ らの背 後の共通潜在 テーマを理解することが 目

標 で あ っ た が 、 前 半 部 の ワ ー ク シ ョ ッ プ で は 、

」』P
utting Disease on the Bodジ=Pharmaceutical

Prac�es of Diabetes Care in Japan (Mohacsi

Gergely)、 同 コ メ ン ト(浜 雄 亮)、 口本 の 幹 細 胞 研

究 と再 生 医 療 の 現 状(八 代 嘉 美)、 総 合 コ メ ン ト

(波 平 恵 美..7)、 後 半 部 の 研 究 セ ミ ナ ー で は 、 ヤ ン グ

教 授 の 同 上 基 調 講 演 ほ か 、Trauma, Narrative, and

'F
onction FabuLatrice'Of Janet ◎工1「 重 幸 〉、

The Pervasiveness of the Concept"Trauma'in

Japan..1980-2000(佐 藤 雅 浩)、Socia]and

Communication Development in Autism

Spectrum Disorders(直 井 望)、Neuroethics in

Contemporary GonPext of Scientifi c Communilies

in Japan(福 士 珠 美)、 全 体 討 論(白 波 瀬 丈 一 郎 、

波 平 恵 美 予 、 北 中 淳 子 、 宮 坂 敬 造)の 順 で 慶 大 、

東 大 、 お 茶 の 水 女.r大 等 の 研 究 者 が 発 表 ・討 論 を

お こ な っ た 。 参 加 者 は90名 程 度 だ が 、.主 要 なz一,手 や

重 鎮 の 研 究 者 が 参 加 し、 活 発 な 学 会 と な っ た 。 終

了 後 、 社 会 学 研 究 科 委.員 長 杉 浦 章 介 教 授 主 催 に よ

る 懇 親 会 が 開 催 され 、 ヤ ン グ教 授 以 下 が 拠 点 リー ダ

渡 辺 茂 教 授 等 と交 流 し た 。     (宮 坂 敬 造)
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